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はじめに

 

福島県では平成２７年３月に、「食を通して ふくしまの 未来を担う 人を育

てる ～家庭、学校、地域が一体となった食育の推進～」を基本目標とする「第三

次福島県食育推進計画」を策定し、食育に関する様々な施策を推進するとしたとこ

ろです。

本計画に基づき、子どもたちが食育活動に参加する機会を拡大し、適切な食品を

選択する力や家庭等における豊かな食生活を実践する力を養うため、県内の１０団

体に委託し、農林水産物等の生産、流通、販売、消費などの様々な「食」に関する

体験や交流を主体とした食育活動を平成３０年７月から本年１月にかけて実施し

ました。

今年度は、県内各地で延べ５６９人が参加し、地域の特産の野菜や果物、お米、

魚、牛乳等を題材に農林漁業体験を行うとともに、実際に収穫した食材を使った調

理・加工体験や、それらに携わる生産者や地元の方々との交流会を開催しました。

この事例集は、これらの取組の内容や成果について取りまとめたものです。参加

した子どもたちの発見や変化、さらには、子どもたちの様子を目にした保護者の感

想などから、生産から流通、消費に至るまで、本県農林水産物への理解の深まりが

感じられました。

本県は、全国有数の米どころであるとともに、野菜や果物、常磐ものと称される

新鮮な海産物など、多彩な農林水産物に恵まれております。県産農林水産物の魅力

と生産者の思いや安全・安心のための取組が、今年度実施された体験活動を通じて、

福島の未来を担う子どもたちに伝える機会となり、併せて豊かで健康的な食生活を

実践する手がかりになることを切に願います。

平成３１年３月

福島県農林水産部長

佐竹 浩

目 次

事例１ ふくしまの食再発見プロジェクト １

リビング親子食育体験教室

株式会社福島リビング新聞社

事例２ 食べておいしい！！学んでうれしい！！！ ３

親子「食」体験交流教室

株式会社エフエム福島

事例３ 食育わくわくわ～くしょっぷ！！｢ふくしまっ子げんき塾｣ ５

企業組合エフ・エヌ・シー

事例４ 会津の魅力発見隊 見る・作る・食べる ７

会津よつば農業協同組合

事例５ 子ども八百屋さんプロジェクト ９

有限会社ドットネット

事例６ 旬なふくしまワクワク体験隊 １１

株式会社ラジオ福島

事例７ 食育・健康維持増進事業 １３

ネーブルシティかしま いわき鹿島商店事業所会

事例８ 食べる、耕す、考える。ふくしま二本松東和 食と農の親子塾 １５

あぶくま農と暮らし塾

事例９ ふくしまのいいところ再発見！あぐり名物体験ツアー １７

公益財団法人星総合病院

事例１０ 野菜畑でＦｏｏｄ Ｃａｍｐ！ １９

株式会社孫の手

５６４



はじめに

 

福島県では平成２７年３月に、「食を通して ふくしまの 未来を担う 人を育

てる ～家庭、学校、地域が一体となった食育の推進～」を基本目標とする「第三

次福島県食育推進計画」を策定し、食育に関する様々な施策を推進するとしたとこ

ろです。

本計画に基づき、子どもたちが食育活動に参加する機会を拡大し、適切な食品を

選択する力や家庭等における豊かな食生活を実践する力を養うため、県内の１０団

体に委託し、農林水産物等の生産、流通、販売、消費などの様々な「食」に関する

体験や交流を主体とした食育活動を平成３０年７月から本年１月にかけて実施し

ました。

今年度は、県内各地で延べ５６９人が参加し、地域の特産の野菜や果物、お米、

魚、牛乳等を題材に農林漁業体験を行うとともに、実際に収穫した食材を使った調

理・加工体験や、それらに携わる生産者や地元の方々との交流会を開催しました。

この事例集は、これらの取組の内容や成果について取りまとめたものです。参加

した子どもたちの発見や変化、さらには、子どもたちの様子を目にした保護者の感

想などから、生産から流通、消費に至るまで、本県農林水産物への理解の深まりが

感じられました。

本県は、全国有数の米どころであるとともに、野菜や果物、常磐ものと称される

新鮮な海産物など、多彩な農林水産物に恵まれております。県産農林水産物の魅力

と生産者の思いや安全・安心のための取組が、今年度実施された体験活動を通じて、

福島の未来を担う子どもたちに伝える機会となり、併せて豊かで健康的な食生活を

実践する手がかりになることを切に願います。

平成３１年３月

福島県農林水産部長

佐竹 浩

目 次

事例１ ふくしまの食再発見プロジェクト １

リビング親子食育体験教室

株式会社福島リビング新聞社

事例２ 食べておいしい！！学んでうれしい！！！ ３

親子「食」体験交流教室

株式会社エフエム福島

事例３ 食育わくわくわ～くしょっぷ！！｢ふくしまっ子げんき塾｣ ５

企業組合エフ・エヌ・シー

事例４ 会津の魅力発見隊 見る・作る・食べる ７

会津よつば農業協同組合

事例５ 子ども八百屋さんプロジェクト ９

有限会社ドットネット

事例６ 旬なふくしまワクワク体験隊 １１

株式会社ラジオ福島

事例７ 食育・健康維持増進事業 １３

ネーブルシティかしま いわき鹿島商店事業所会

事例８ 食べる、耕す、考える。ふくしま二本松東和 食と農の親子塾 １５

あぶくま農と暮らし塾

事例９ ふくしまのいいところ再発見！あぐり名物体験ツアー １７

公益財団法人星総合病院

事例１０ 野菜畑でＦｏｏｄ Ｃａｍｐ！ １９

株式会社孫の手

触れて楽しい！食べておいしい！！学んでうれしい！！！



ー 1ー



ー 2ー



３７ ２２

ー 3ー



ー 4ー



食育
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すとう農産ほ場（会津若松市）、

道の駅あいづ　湯川・会津坂下（湯川村）
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農産物に実際に触れてもらう体験を取り入れた。特に調理や試食にあたって、素材の
味を味わってもらえるように野菜だけのバーベキューを実施したほか、参加者自身で
精米した米を自分でおにぎりにして食べるなど工夫した。
参加者以外にも広く事業を周知し、共感してもらえるように当日の活動の模様をラジ
オのワイド番組と連動して、生放送の中でレポートを伝えるようにした。
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体験

ー 16ー



金
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